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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、独創的な〈“動画知”、“自然言語知”、“メタデー

タ”〉という 3 項組みの知識表現形式と、最新のセマンティック Web 技術を活用するもの

で、NICER（旧教育情報ナショナルセンター）、Wikipedia や国立科学博物館が公開してい

るデジタルアーカイブ資源を、教育用デジタル学習資源として知識獲得・知識格納し、国

立科学博物館の標本情報検索システムと、NICER-LOM 検索システムでも知識利用できるよ

うな e-Learning 支援システムを研究し試作した。 

 
 

研究成果の概要（英文）：This research used the original knowledge representation form 

of 3 tuples ("Animation knowledge", "Natural language knowledge", and "Meta data"), 

Semantic Web technology and educational Digital Archives that Wikipedia and 

National Science Museum have opened to the public.  

The results of this research was constructed an e-Learning supporting system that is 

useful for the knowledge acquisition, the knowledge storage, and another system, for 

trial purposes.  
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、国立科学博物館、旧教育情報ナ
ショナルセンター（NICER）や（公財）学習
ソフトウェア情報研究センターなどが公開

しているデジタルアーカイブ資源を教育用
デジタル学習資源として相互変換し知識格
納することを狙っている。 

その際、問題となるのが、お互いのデジタ
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ルアーカイブ資源のデータの相互利用につ
いてである。検索システムのデータは利用す
る機関により互いに形式が異なっており、相
互検索ができない。その為、検索システムに
合わせたデータに人間が手動で変換するこ
とが必要である。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、国立科学博物館、旧教育情報ナ
ショナルセンター（NICER）や（公財）学習
ソフトウェア情報研究センターなどが公開
しているデジタルアーカイブ資源を教育用
デジタル学習資源としてオントロジーを用
い相互変換し知識格納することを目的とし
た。  

 

 

３．研究の方法 

(1) セマンティック Web 技術を活用した知識 
格納法を調査研究する。 
 
(2) 知識獲得法を研究開発する。 
 

(3) Web ページ検索システムを活用した知識
利用の新たな共有手法として統合する研
究を行う。 

 
 
４．研究成果 
(1)セマンティック Web 技術を活用した知識
格納法の調査研究 

 本研究では既存の検索システムとして
NICER、国立科学博物館の標本情報検索シス
テムと、NICER（旧教育情報ナショナルセン
ター）LOM 検索ステムを使用する。NICER

の メ タ デ ー タ は LOM(Learning Object 

Metadata）に準拠して作成されている。標
本情報検索システムのメタデータは「概念参
照モデル (Conceptual Reference Model : 

CRM)」に準拠するよう作成されている。
CRM は世界の博物館活動を推進する専門機
関 ICOM の国際委員会の一つである CIDOC

によって開発されたモデルである。NICER

（旧教育情報ナショナルセンター）LOM 検
索ステムは、平成２２年度で廃止になる
NICER のメタデータ情報を簡易に検索でき
るようにするシステムである。 

 オントロジーとは対象となる分野におけ
る用語、つまり概念同士の関係を形式的に記
述 し た も の で あ る 。 RDF (Resource 

Description Framework) とは Web 上で識
別できるものに関する意味情報を主語、述語、
目的語の３つのワンセットを基本単位とし
て表現する意味モデルである。 

本研究の焦点は、博物館データと LOM を対
応させるためにセマンティックオントロジ

ーを用いるという点である。図１に示すよう
に、博物館メタデータと LOM を変換する前
に、まず両者を RDFS 形式に変換し、それか
らオントロジーマッピングを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし LOM の RDF は博物館メタデータ
の RDF に比べて項目の作りが荒く、抜けて
いるものも幾らか存在する。そこで LOM の
RDF を博物館メタデータの RDF に組み込む
ためのオントロジーを開発した。LOM-RDF

と CRM-RDF をオントロジーによって自動
化を試みた。 

NICER と、NICER（旧教育情報ナショナル
センター）LOM 検索ステムのオントロジー
マッピングも同様の考え方で試行した。 

 

(2)知識獲得法の研究開発 

   本研究は、Wiki ペディア的に増殖させて
いくことができる自己増殖型システム「ｅ－
手仕事図鑑」の研究開発、３次元（３D）映
像知識の獲得の研究と、動画閲覧から得られ
る暗黙知を適合性フィードバックシステム
に利用するシステムの研究からなる。 

適合性フィードバックシステムとは、検索さ
れた結果の精度の良し悪しをユーザが動画
を見て判断し、その判断情報をシステムに与
えた適合性フィードバックよって、検索結果
の改善を行うというものである。 

３次元（３D）映像知識の獲得の研究は、知
識科学でのアウェアネスを活用した仮想学
習環境を構築する際に必要になった。 

e-ラーニング形式で利用可能な図鑑「ｅ－手
仕事図鑑」は、イラスト、動画、音声、テキ
ストなどで構成されており、Wiki ペディア的
に増殖させていくことができる自己増殖型
システムである。 

 

(3)Web ページ検索システムを活用した知識
利用 

本研究では、Web ページ・データベースを

 



 

 

自然言語入力で検索する Web アプリケーシ
ョンの実現を研究対象に選ぶ。検索対象とす
る Web ページは，形式知の自然言語による
テキストシナリオと，動画や静止画のデジタ
ル映像ファイルを持つ．このテキストシナリ
オには映像ファイルの内容が記されており，
これをデータベース化することで検索可能
となり，共用を可能となる。 

Web ページのテキストシナリオ部分から
データベースを作成し、潜在的意味インデキ
シング（Latent Semantic Indexing：LSI）
の検索手法を使い、入力質問文章と類似の
Web ページを検索する。検索にはインターフ
ェイスとしてデジタルアーカイブの検索を
可能にするメタデータ情報（Learning Object 

Meta data: LOM）を使用する。これを利用
することによって教育情報ナショナルセン
ターの横断検索システムへの利用が可能と
なる。LOM データから ID ナンバー，タイト
ル，Web ページの URL などの必要な情報を
取り出しファイルに格納するとともに，その
URL からテキストシナリオをダウンロード
し，形態素解析，TF-IDF 値の計算により索
引語を抽出した後，索引語-文書行列を構成す
る。テキストシナリオには該当ページに掲載
されている動画や静止画からなるデジタル
映像の内容が説明されており、これを利用す
ることで質問に類似したデジタル映像の検
索をテキスト検索で実現する。テキストに対
して日本語形態素解析ツールである茶筌を
用いて形態素解析を行い，名詞だけを取り出
す。数字や代名詞は stoplist として削除する。
各ページで名詞がどのくらいの頻度で出現
したかを表す値（TF）と単語が全文書中のど
れくらいの文書に出現するかを表す値（IDF）
により，単語の重み値（TF-IDF）を導き，
その値がある閾値以上の単語を索引語とし
て抽出する。 

自然言語で表現された質問文書に対して
索引語の重みベクトルを生成し，LSI 法によ
り索引語-文書行列を参照して類似度の高い
Web ページを検索・出力する。各 Web ペー
ジは，抽出された索引語を次元としたベクト
ル空間における文書ベクトルで表現され，そ
の要素が TF-IDF 値である．これらの文書ベ
クトルの集合を行列表現したものが索引語-

文書行列である。 

質問文章と検索結果の暗黙知を利用する
適合性フィードバックシステムによって、容
易に得られる類似性の良し悪し判断情報を
Web ページ検索システムに与え、検索結果を
改善する研究を行った。 
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